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1.概要 激しいファイト！ 国家と国家の戦い
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1.概要

日時：２０１２年１１月１８日（日）13時より

会場：レッズランド

主催：埼玉大学全学留学生会

参加者

○留学生：ベトナム、マレーシア、韓国、ネパール、バン

グラディッシュ、タイ、中国…70人程度

○企業 ：（株）タムロン、（株）オカモト、岩崎電気（株）

さいたまＹＥＧ、埼玉りそな銀行…40人程度

○観客も含めれば総勢150人程度の大会
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2.グローバル人材とは

①地球的規模で仕事ができる

組織目標を達成できる、自ら課題発見・解決できる

②多様な集団をまとめるリーダーシップ

問題解決能力、マネジメント能力、教養と専門性

③コミニュケーション能力（道具としての語学）

多様性の理解、異文化に対する理解（→ハラール食品）



4

3.交流事業の目的

①多様性の理解

グローバルビジネスや外交では極めて重要

②人的ネットワークを構築

「彼は信頼できる、奴をよく知っている」…これも重要

※「Jリーグのアジア戦略の例

③就職…ミスマッチの解消

外国人留学生に海外展開を進めている地域の

優良企業を知ってもらいたい。
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4.創意工夫と結果

「大変良い取組みだ、次回も

交流事業に参加したい、これ

に積極的に関与したい」

「工場見学をやってはどうか」

「研修を一緒にやらないか」

結果…一定の評価創意工夫

「選手名簿」と「企業広

告」を含んだマッチプロ

グラムを作成、配布

懇親会では各国の国歌

を斉唱

ハラールフードを用意
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5.今後の展開

埼大ワールドカップ1回大会

○多様性の理解

○人的ネットワークの構築

○就職…ミスマッチの解消

外国人留学生が当社の工
場を見学に来ないか
…食品機械製造会社

継続する

＜裾野を広げる＞

埼大ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ2回大会

＜課題＞

事務局と費用

ステップアップの例

外国人留学生と当社の若手
社員の合同研修はどう
か．．．電気機械製造会社

＜企業の狙い＞

◆グローバル人材の留学生

◆日本人社員に変化を

起こしたい
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お問い合わせ先

● 講 師 廿楽 一男（つづら かずお）

電話番号048-858-9229

● 4ｕ担当 大久保 俊彦

電話番号 048-858-3849

● その他 「埼大ワールドカップ2012 第1回
大会」の詳細については、埼玉大学

HPの「お知らせ」をご覧ください


